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多気町議会だより　第15号 1

平成２1年度会計 補正予算

4億381万
5千円補　正 3,293万

3千円
1,041万
9千円

153万
4千円

7,353万
1千円

75億
3,728万円予算総額 15億6,237万

5千円
2,357万
6千円

2億
6,457万円

13億4,543万
3千円

1,736万
2千円

2億3,577万
8千円

2,500万円

7億6,699万
7千円

一般会計 国民健康保険
特別会計

老人保健
特別会計

後期高齢者医療
保険特別会計

介護保険
特別会計

農業集落排水
事業特別会計

水道事業会計
補正予算

工業用水道事業
会計補正予算

6,930万円

1億1,721万
9千円

全員賛成 全員賛成 全員賛成 全員賛成 全員賛成 全員賛成 全員賛成 全員賛成議決結果

に
つ
い
て

（
※
西
相
鹿
瀬
線
、西
池
上・
下
佐

　
奈
線
、上
佐
奈
線
の
役
場
ま
で

　
を
相
可
駅
ま
で
延
長
す
る
も

　
の
。
予
約
は
一
部
を
除
き
1

　
時
間
前
ま
で
受
付
す
る
も
の
）

○
多
気
町
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
※
51
人
槽
か
ら
1
0
0
人
槽
を

　
追
加
し
た
）

○
平
成
21
年
度
多
気
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
3
号)

　

歳
入
の
主
な
も
の

　
・地
方
交
付
税

　

 

3
億
2
千
2
百
45
万
円

　
・県
補
助
金

　

 

2
億
6
千
4
百
81
万
9
千
円

　

歳
出
の
主
な
も
の

　
・財
政
調
整
基
金
積
立
金

　

 

1
億
1
千
7
百
39
万
7
千
円

　
・教
育
福
祉
施
設
建
設
基
金

　

 

積
立
金

○
平
成
20
年
度
多
気
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
郡
指
導
主

事
共
同
設
置
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
水
道
事
業

会
計
収
入
支
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
工
業
用
水

道
事
業
会
計
収
入
支
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

（
※
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
）

○
多
気
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
多
気
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
※
出
産
一
時
金
を
35
万
円
か
ら

39
万
円
に
す
る
も
の
）

○
多
気
町
町
営
バ
ス
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
平
成
20
年
度
多
気
町
一般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
老
人
保
健

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
戸
別
合
併

処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

○
平
成
20
年
度
多
気
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　

 

1
億
63
万
3
千
円

　
・ク
リ
ス
タ
ル
タ
ウ
ン
整
備
費

　

 

4
千
3
百
8
万
3
千
円

　

 

（
※
国
道
よ
り
ク
リ
ス
タ
ル
タ

　

   

ウ
ン
に
入
る
道
の
整
備
）

　
・土
地
改
良
費

　

 

4
千
5
百
57
万
3
千
円

　

 

（
※
獣
害
防
除
柵
資
材
費
他
）

○
平
成
21
年
度
多
気
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

○
平
成
21
年
度
多
気
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

○
平
成
21
年
度
多
気
町
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）

○
平
成
21
年
度
多
気
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

○
平
成
21
年
度
多
気
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

○
平
成
21
年
度
多
気
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

○
平
成
21
年
度
多
気
町
工
業
用
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

○「
30
人
学
級
を
柱
に
し
た
義
務
教

育
諸
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
次

期
定
数
改
善
計
画
の
策
定
、教
育

予
算
拡
充
」を
求
め
る
意
見
書

○
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
存
続
と
、負
担
率
2
分
の
1

へ
の
復
元
」を
求
め
る
意
見
書

○
「
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就
学・

修
学
支
援
に
関
わ
る
制
度
の
拡

充
」を
求
め
る
意
見
書

（
※
意
見
書
を
関
係
各
大
臣
に
送
付
）

決
算
の
認
定

発
　
議

条
例
の一部
改
正

第
3
回
定
例
会
9
月
15
日
～
28
日

補
正
予
算
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町
長
が
よ
く
言
わ
れ
る

「
心
豊
か
な
町
」
を
1
日

も
早
い
完
成
を
願
う
も
の
で
す
が
、

そ
の
中
で
火
葬
場
建
設
は
町
民
の

皆
様
が
必
要
と
待
ち
望
ん
で
い
る

施
設
で
す
。
町
で
も
そ
の
必
要
性

が
示
さ
れ
新
築
場
所
を
検
討
中

と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状

況
と
考
え
方
、
事
業
理
念
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

（
環
境
課
長
）

火
葬
場
整
備
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
8
項
目
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

① 
遺
族
等
に
と
っ
て
心
和
む
空
間

② 
遺
族
等
の
心
情
に
配
慮
し
た

　

 

設
計

③ 

従
事
者
が
サ
ー
ビ
ス
し
や
す
い

　

 

設
計

④ 

最
新
技
術
に
よ
る
環
境
へ
の

　

 

配
慮

⑤ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー

⑥ 

周
辺
の
景
観
に
配
慮
し
た

　

 

デ
ザ
イ
ン

⑦ 

維
持
管
理
し
や
す
い
設
計

⑧ 

建
設
、維
持
管
理
の
経
済
性

の
諸
点
で
す
。

　

火
葬
場
予
定
地
の
考
え
方
、及

び
進
捗
状
況
で
す
が
「
多
気
火
葬

場
施
設
及
び
敷
地
規
模
計
画
」
の

中
で
、用
地
選
定
の
考
え
方
と
し

て
、

① 

地
域
の
多
く
の
方
々
に
ご
理
解

　

 

い
た
だ
け
る
所

② 

町
内
全
域
か
ら
車
で
30
分
以
内

　

 

で
到
着
出
来
る
所

③ 

初
期
投
資
が
最
小
限
で
済
む
所

の
諸
点
で
す
。

　

候
補
地
に
つ
い
て
天
啓
周
辺
と

県
道
茅
原
丹
生
線

沿
線
の
資
源
化
プ
ラ

ザ
周
辺
で
検
討
し
た

結
果
、
用
地
選
定
の

考
え
方
の
観
点
か
ら

「
天
啓
周
辺
」
に
絞

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

地
権
者
や
地
元
と

の
話
し
合
い
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
ら
、建
設

予
定
地
等
に
つ
い
て
、

議
会
に
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

•

多
気
町
防
災
行
政

  

設
備
の
重
要
性
に

  

つ
い
て

▲広報無線放送室

▲勢和斎場（丹生）

•

火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

東
山
　
義
美 

議
員
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要
な
財
務
諸
表
で
も
評
価
を
頂

け
る
と
存
じ
ま
す
。

　

私
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ

る
「
入
を
量
り
て
出
ず
る
と
為

す
」を
忠
実
に
厳
守
し
、プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
財
政
健
全

化
方
針
の
な
か
公
平
、公
正
に
教

育
、福
祉
、生
活
環
境
、産
業
等
の

分
野
に
町
民
が
平
等
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
生
活
で
き
る

よ
う
全
力
投
球
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新

し
い
政
権
下
で
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
政

策
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
私
た
ち

基
礎
自
治
体

に
降
り
て
く
る

の
か
首
長
と

し
て
、
ま
た
政

治
家
と
し
て

実
務
の
責
任

者
と
し
て
、
こ

れ
ら
に
対
す

る
協
議
の
場

に
皆
さ
ん
方

に
身
近
な
地

方
の
視
点
で

真
の
地
方
分

平
成
18
年
勢
和
村
、多
気

町
が
合
併
を
し
夢
と
希
望

を
持
っ
て
、そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に

答
え
な
が
ら
事
業
を
遂
行
し「
自

然
と
産
業
が
調
和
し
、み
ん
な
で
創

る
心
豊
か
な
ま
ち
」を
目
指
し
て
お

る
現
在
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
す
が
1
0
0
年
に
一度
あ
る
か
な

い
か
の
不
況
の
中
、町
も
行
く
先
々

の
事
業
も
考
え
直
さ
ざ
る
事
態
に

陥
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、来
年

1
月
に
任
期
満
了
に
伴
い
町
長
は
そ

の
後
の
多
気
町
を
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
か
覚
悟

の
程
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

（
町
長
）

新
し
い
多
気
町

が
発
足
し
ま
し
て
か
ら

順
調
な
行
財
政
運
営
が

推
進
で
き
て
い
る
こ
と
は
、

進
め
て
き
た
行
政
改
革
の

成
果
が
確
実
に
実
績
と

な
っ
て
表
れ
て
き
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
主

松
阪
多
気
農
免
農
道
ト
ン

ネ
ル
松
阪
工
区
1
号
ト
ン

ネ
ル
工
事
は
本
年
6
月
15
日
頃
よ

り
本
格
的
な
掘
削
作
業
が
開
始
さ

れ
、ト
ン
ネ
ル
内
で
の
発
破
作
業
が

始
ま
る
と
同
時
に
三
疋
田
、佐
伯

中
、
井
内
林
地
内
に
お
い
て
騒
音
、

振
動
が
発
生
し
、地
域
住
民
は
こ

れ
ま
で
心
配
の
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
が
直
接
工
事
に
関
係
が
な
い

多
気
町
側
の
地
域
住
民
に
対
し
行

政
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

（
農
林
商
工
課
長
）

本
事
業
は
県
営
の
事
業
で

松
阪
農
林
事
務
所
が
担
当
し
て
い

ま
す
。
中
南
勢
2
期
地
区
広
域
農

道
事
業
松
阪
工
区
1
号
ト
ン
ネ
ル

工
事
で
あ
り
平
成
20
年
12
月
19
日

よ
り
平
成
22
年
11
月
30
日
、松
阪

市
阿
波
曽
地
区
9
7
0
m
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
工
事

は
櫛
田
川
を
挟
ん
だ
松
阪
市
側
で

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
三
疋
田
、井

内
林
、佐
伯
中
地
内
に
お
い
て
騒

音
、振
動
な
ど
の
問
題
が
発
生
い

た
し
ま
し
た
。
松
阪
農
林
事
務
所

よ
り
6
月
15
日
発
破
が
開
始
さ
れ

18
日
に
多
気
町
民
よ
り
苦
情
が
あ

り
関
係
区
長
に
説
明
を
し
た
い
と

の
事
で
6
月
27
日
三
疋
田
公
民
館

に
お
い
て
説
明
会
7
月
9
日
井
内

林
公
民
館
で
説
明
会
、当
町
農
林

商
工
課
よ
り
3
名
が
参
加
し
説
明

を
聞
き
、そ
の
後
町
長
よ
り
騒
音
、

振
動
に
対
し
7
月
17
日
松
阪
農
林

事
務
所
、21
日
に
知
事
に
対
し
て

早
期
解
決
へ
の
対
応
を
要
請
い
た

し
ま
し
た
。
9
月
2
日
に
は
ト
ン

ネ
ル
入
口
に
防
音
扉
が
設
置
さ
れ

発
破
音
の
音
量
試
験
を
県
の
主
導

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
も
立
ち
会

い
、そ
の
結
果
は
音
お
よ
び
振
動

も
小
さ
く
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

通
学
通
勤
の
時
間
帯
に
発
破
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に

対
し
ま
し
て
は
、現
在
は
そ
の
時
間

帯
は
避
け
て
お
り
ま
す
が
、な
る
べ

く
生
活
に
支
障
の
な
い
時
間
帯
に

実
施
し
た
い
と
考
え
、関
係
各
字

や
学
校
等
で
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

•

選
挙
投
票
所
に
つ
い
て

権
改
革
が
推
進
で
き
る
よ
う
論

議
を
深
め
て
、地
方
側
と
し
て
一
致

し
た
話
し
合
い
の
結
果
を
提
言
し

政
局
の
動
向
を
見
極
め
る
べ
く
全

力
投
球
で
事
に
あ
た
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

真
の
地
域
主
権
の
方
向
が
ど
の

よ
う
に
進
む
か
私
は
見
定
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
町
民
の

皆
さ
ん
の
支
持
を
頂
け
る
事
を
糧

に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

▲

松
阪
第
1
ト
ン
ネ
ル

•

松
阪
多
気
農
免
農
道
先
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

  

に
つ
い
て

西
村
　
茂 

議
員

•
町
長
の
任
期
満
了
に
つ
い
て西

川
　
清
嗣 

議
員



多気町議会だより　第15号4

▲

多
気
ク
リ
ス
タ
ル
工
業
ゾ
ー
ン

•

地
域
防
災
に
対
す
る
行
政
の
取
り
組
み
に

  

つ
い
て

小
林
　
正
夫 

議
員

町
長
は
企
業
立
地
を
成
功

さ
せ
る
の
は
、
企
業
に
積

極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
、ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
丹
念
に
訪
問
す

る
こ
と
等
平
成
19
年
12
月
議
会
で

答
弁
さ
れ
た
が
実
績
と
効
果
は
。

（
町
長
）

企
業
誘
致
は
大
変
重
要
な

も
の
と
位
置
づ
け
昨
年
度
よ
り
職

員
を
配
置
し
誘
致
活
動
と
ク
リ
ス

タ
ル
工
業
ゾ
ー
ン
の
開
発
を
進
め

て
い
る
、ま
た
、昨
年
は
大
阪
で
松

阪
地
域
の
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
64
社
が
参
加
さ
れ
誘

致
活
動
を
行
っ
た
。
平
成
19
年
度

に
行
な
っ
た
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

の
調
査
収
録
か
ら
町
内
に
合
致
す

る
6
8
6
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、回
答
を
頂
い
た
3
6
2
社

を
さ
ら
に
調
査
を
実
施
企
業
訪
問

や
他
方
面
か
ら
情
報
収
集
を
計
り

積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
次

世
代
育
成
ニ
ー
ズ
に
す
る

住
民
要
望
、放
課
後
児
童
育
成
事

業
と
指
導
員
の
待
遇
改
善
、ま
た
、

乳
幼
児
医
療
助
成
に
つ
い
て
中
学

生
ま
で
対
象
に
な
ら
な
い
か
。

（
町
長
）

本
年
1
月
子
育
て
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
就
学
前
と
小
学

生
の
児
童
保
護
者
1
1
9
5
名
に

実
施
し
80
％
を
こ
え
る
回
答
が
あ

り
、本
年
度
策
定
予
定
の「
子
育
て

支
援
プ
ラ
ン
」に
反
映
し
応
え
て
い

く
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
本
年
7
月
勢
和
地
域
に「
せ
い

わ
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
」
を
開
設
い
た
だ

き
現
在
佐
奈
小
学
校
区
に
つ
い
て

も
来
年
度
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。

指
導
員
の
待
遇
に
つ
い
て
は
保
護

者
会
に
任
し
て
い
る
が
要
望
が
あ

れ
ば
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
乳
幼

児
医
療
助
成
に
つ
い
て
は
近
隣
市

町
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
る
が
平
成
22
年
4
月
か
ら

小
学
6
年
生
ま
で
無
料
化
を
実
施

す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

•

火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

平
成
19
年
１
月
に
町
防
災

計
画
が
策
定
さ
れ
、
ま
た
、

町
防
災
無
線
、A
E
D
等
配
備
さ
れ

ま
し
た
。
防
災
は
大
事
で
あ
る
が
、

発
生
時
の
対
応
と
防
禦
策
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、

町
防
災
対
策
の
推
進
は
も
と
よ
り

災
害
は
自
ら
守
り
、地
域
の
人
々

は
助
け
合
う
と
言
う
意
識
と
行
動

が
被
害
を
少
な
く
す
る
基
本
で
あ

り
、
防
災
訓
練・
学
校
教
育・
広
報

等
を
通
じ
町
民
の
意
識
の
高
揚
を

図
り
、ま
た
、防
災
計
画
、住
民
災

害
対
策
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、

平
常
時
に
自
主
防
災
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
、避
難
路
や
避
難
場

所
の
確
認
、家
庭
内
対
策
の
促
進

等
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
災
害
発

生
時
は
、関
係
機
関
へ
要
請
、応
急

活
動
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、伝

達
、
被
災
者
の
救
出
、
医
療
救
護
、

避
難
行
動
等
計
画
を
策
定
し
防
災

訓
練
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、各
字
に
は
自
主
防

災
組
織
を
設
立
し
て
い
た

だ
き
防
災
へ
の
啓
発・
訓

練・災
害
時
の
救
助・情
報

の
収
集
等
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、現
在
設
置
は

35
組
織
で

71.4
％
の
設
置

率
で
す
。
ま
た
、A
E
D
、

防
災
無
線
に
つ
い
て
は
非

常
時
に
充
分
使
え
る
よ

う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

（
町
長
）

9
月
13
日
に
防

災
訓
練
を
実
施
し
本
部

と
し
て
地
区
か
ら
情
報
が

入
っ
て
き
て
、そ
れ
を
速
や
か
に
地

域
へ
伝
達
や
救
護
に
つ
い
て
の
訓
練

を
し
た
が
、想
定
し
て
い
た
機
動
性

に
反
省
が
残
っ
た
、近
い
う
ち
に
本

部
の
訓
練
を
実
施
し
危
機
意
識
を

高
め
て
い
く
。

▲防災訓練

•
企
業
立
地
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

•

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

久
保
　
行
男 

議
員



多気町議会だより　第15号 5

市
町
村
合
併
直
後
と
し
て

の
財
政
健
全
化
審
査
を
見

ま
す
と
極
め
て
良
好
な
状
態
で
す
。

こ
れ
は
ト
ッ
プ
の
手
腕
に
よ
る
も
の

と
高
く
評
価
を
し
ま
す
が
、や
り

残
さ
れ
た
こ
と
も
多
々
あ
り
、そ
の

中
で
職
員
の
意
識
改
革
と
資
質
の

向
上
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
長
の
任
期
も
迫
っ
て
来
て
お

り
今
期
長
谷
川
町
長
の
や
り
残
さ

れ
た
事
案
に
つ
い
て
、新
町
建
設
計

画
を
策
定
し
、行
政
改
革
大
網
を

高
ら
か
に
掲
げ
ら
れ
た
町
長
の
責

任
に
於
い
て
、引
き
続
き
任
務
に
当

ら
れ
公
約
を
果
た
さ
れ
る
べ
き
と

思
う
が
、お
気
持
ち
を
伺
い
た
い
。

（
町
長
）

地
方
行
政
が
大
き
く
変

わ
る
変
革
の
時
代
に
対
応
し
て
町

民
が
主
役
と
な
る
町
づ
く
り
を
実

践
す
る
た
め
、住
民
自
治
を
基
礎

に
積
極
的
な
行
財
政
改
革
を
進
め
、

住
民
と
行
政
が
協
働
す
る
足
腰
の

強
い
町
づ
く
り
を
基
本
理
念
に
各

種
の
事
業
推
進
を
し
て
来
ま
し
た
。

　

改
革
大
網
を
策
定
し
て
3
年
目

を
迎
え
、「
職
員
が
変
れ
ば
役
場
が

変
わ
る
」を
再
認
識
し
、町
の
将
来

像
で
あ
り
ま
す
「
自
然
と
産
業
が

調
和
し
、み
ん
な
で
創
る
心
豊
か

な
ま
ち
」
づ
く
り
の
た
め
に
、続
投

と
い
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
一
生
懸
命
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

卒
業
式
に
臨
め
ば
、そ
の
学

校
の
1
年
の
教
育
内
容
が

判
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
素

晴
ら
し
い
式
典
で
、
画
竜
点
睛
を

欠
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
旗
掲
揚
は
あ
る
も
の
の
、
式

次
第
で
国
家
斉
唱
と
あ
る
の
に
、

無
言
の
行
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で

す
が
、
多
気
町
の
教
育
長
と
し
て

の
ご
見
識
を
伺
い
た
い
。

（
教
育
長
）

平
成
11
年
「
国
旗
及
び
国

歌
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布・
施

行
さ
れ
今
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
式
典
、

ス
ポ
ー
ツ
等
で
各
国
の
国
歌
が
流

れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
君
が
代

で
も
同
様
で
あ
り
、卒
業
生
あ
る
い

は
新
入
生
を
心
か
ら
祝
う
為
お
め

で
と
う
の
意
味
を
込
め
て
君
が
代

を
歌
う
こ
と
は
、当
然
の
こ
と
と

理
解
を
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
も
終
わ
り
、学
校
に

ま
た
活
気
が
戻
っ
て
き
て

半
月
あ
ま
り
が
た
ち
ま
す
。
今
年

の
春
か
ら
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
期
に
入
っ
て
お
り
、

集
団
感
染
の
拡
大
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
試
算
で

は
、9
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
が

ピ
ー
ク
に
達
し
多
く
の
人
が
発
症

す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て

▲インフルエンザ予防

い
ま
す
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
対

策
を
と
る
の
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
き
ま
し
て
は
、弱
毒
性
で
は
あ
り

ま
す
が
、殆
ど
の
方
が
免
疫
を
も
っ

て
み
え
な
い
た
め
に
感
染
す
る
可

能
性
が
非
常
に
高
い
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
5
月
よ
り
感

染
予
防
に
関
す
る
周
知
と
し
て
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

そ
し
て
広
報
誌
で
の
お
知
ら
せ
、5

月
22
日
に
感
染
予
防
対
策
用
の
チ

ラ
シ
を
職
員
が
手
作
り
を
し
全
戸

配
布
し
ま
し
た
。
9
月
11
日
に
全

戸
対
象
に
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

具
体
的
な
感
染
予
防
の
方
法
や
体

調
の
チ
ェ
ッ
ク
、自
宅
で
看
病
な
ど

の
身
近
に
迫
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
個
人
が
対
応
す
る
た
め
の
冊

子
、保
存
版
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
監
視
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
は
、社
会
福
祉
施
設
等
の
利

用
者
と
か
、職
員
に
お
き
ま
し
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
症
状
を
発
生
し
た

場
合
、発
生
後
7
日
以
内
に
2
名

以
上
あ
っ
た
場
合
は
、役
場
な
ら
び

に
保
健
所
に
連
絡
、集
団
で
の
発
生

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、自
粛
等
の

措
置
を
と
る
と
い
う
、感
染
拡
大

を
防
止
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
予
防
対
策
は
、「
手
洗
い
」・

「
う
が
い
」、マ
ス
ク
の
準
備
な
ど

啓
発
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染

予
防
に
は
、保
護
者
の
協
力
が
重
要

で
す
。
学
校
、教
育
委
員
会
が
保

護
者
に
啓
発
を
行
い
協
力
を
お
願

い
し
、今
後
予
想
さ
れ
る
ピ
ー
ク
に

向
け
予
防
対
策
を
万
全
に
進
め
て

参
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

•

河
川
で
の
危
険
な
遊
び
、区
域
、 

  

箇
所
へ
の
安
全
対
策

•

須
原
公
園
の
今
後
の
活
用
方
法

•

松
阪
地
区
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

  

24
の
周
知
徹
底

•
長
谷
川
町
政
の
総
括
と
今
後
に
つ
い
て

•

教
育
現
場
で
の
国
旗
国
歌
に
つ
い
て

寺
村
　
龍
介 

議
員

•

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
感
染
予
防

  

対
策
つ
い
て

山
口
　
英
子 

議
員
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防
災
無
線
に
切
り
変
り
、

屋
外
放
送
だ
け
で
は
聞
き

取
り
に
く
い
と
聞
く
が
対
応
は
、そ

れ
と
、各
字
の
防
災
用
具・機
具
等

の
置
場
所
の
無
い
所
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）

現
在
、整
備
途
中
で
業
者
、

区
長
さ
ん
に
聞
き
取
り
に
く
い
箇

所
の
調
査
を
依
頼
し
、そ
の
結
果
に

よ
り
ス
ピ
ー
カ
ー
の
方
向・個
数・音

量・音
質
等
の
調
整
を
行
い
、最
終

的
に
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
追
加
設
置

を
考
え
ま
す
。

　

各
字
に
は
、自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
整

備
を
お
願
い
し
た
い
。

非
核
宣
言
の
町
と
し
て
各

字
へ
の
自
衛
官
募
集
の
ビ

ラ
の
配
布
、及
び
、町
民
文
化
会
館

で
の
説
明
会
は
問
題
で
は
な
い
か

考
え
を
伺
い
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

平
成
18
年
6
月
に
、非
核
平

和
の
町
と
し
て
宣
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
法
第
97
条
及
び
1
1
9

条
で
、都
道
府
県
知
事
及
び
市
町

村
長
は
募
集
に
関
す
る
事
務
の一部
、

ま
た
、広
報
宣
伝
を
行
う
も
の
と

規
定
が
あ
り
配
布・開
催
し
ま
し
た
。

役
場
裏
の
グ
ラ
ン
ド
東
側
の

ト
イ
レ
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ

の
新
設
に
よ
り
取
り
壊
す
話
だ
っ
た

が
、今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

（
教
育
課
長
）

ス
ポ
ー
ツ
公
園
全
体
計
画

の
中
で
管
理
棟
の
改
修
計
画
が
あ

り
ま
し
た
が
、耐
震
対
応
が
な
く
事

務
所・倉
庫
を
残
し
、ト
イ
レ
は
管

理
棟
で
は
な
く
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
、

球
場
東
に
整
備
す
る
。
こ
の
事
が

説
明
不
足
で
東
側
ト
イ
レ
を
壊
す

と
誤
解
を
招
い
た
と
考
え
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
ド
整
備
で
客
席
等
を
き

れ
い
に
塗
装
し
た
こ
と
か
ら
、隣
接

ト
イ
レ
も
塗
装
し
ま
し
た
。

獣
害
対
策
の
モ
ン
キ
ー
ド
ッ

グ
事
業
及
び
狩
猟
免
許
取

得
の
費
用
等
の
補
助
、ま
た
、他
の

事
業
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
る
か
。

　

現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
、
有
害

対
策
の
捕
獲
実
績
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

（
農
林
商
工
課
長
）

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
に
つ
き
ま

し
て
は
、近
隣
市
町
の
実
績
を
加
味

し
な
が
ら
、そ
れ
と
、罠
を
含
め
た

免
許
取
得
の
補
助
等
も
管
内
市
町

と
連
絡
を
取
り
、検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

防
除
用
品
購
入
補
助
と
し
て
半

額
補
助
で
、共
同
の
場
合
上
限
6
万

円・個
人
は
2.5
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
実
績
は
、20
年
度
で
サ
ル
8

頭・イ
ノ
シ
シ
12
頭・シ
カ
15
頭
で
す
。

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放

送
が
始
ま
っ
た
が
、音
声
が

聞
き
に
く
い・
聞
こ
え
な
い
地
域
場

所
が
あ
り
、町
民
の
安
心・安
全
ま
た
、

災
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
戸
別
受
信

機
が
必
要
で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

現
在
聞
き
に
く
い
箇
所
の

調
査
中
で
あ
り
、そ
の
結
果
に
よ
り

ス
ピ
ー
カ
ー
の
条
件
、ま
た
、新
設

も
考
え
対
応
し
ま
す
。

　

避
難
を
必
要
と
す
る
時
は
、広

報
車・自
主
防
災
組
織・消
防・警
察

の
協
力
を
得
て
誘
導
い
た
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
道
路
網
整
備

で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、役
場

天
啓・相
可
長
谷・平
谷
国
道・丹
生

環
状・
河
田
伊
勢
場
の
各
路
線
の

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

（
副
町
長
）

5
路
線
い
ず
れ
も
優
先
的

に
整
備
が
必
要
で
、課
題
解
決
可

能
な
路
線
か
ら
執
行
に
向
け
取
り

組
む
。（

建
設
課
長
）

役
場
天
啓
線
は
、平
成
22

年
度
完
成
予
定
で
す
。
平
谷
国
道

線
は
、国
道・佐
奈
川・J
R
が
あ
り
、

国
県
J
R
地
権
者
の
協
力
が
必
要

で
す
。
相
可
長
谷
線
は
、国
県
の

事
業
と
し
て
で
き
な
い
か
検
討
し

ま
す
。
丹
生
環
状
線
は
、町
単
公

共
事
業
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
河

田
伊
勢
場
線
は
、事
業
の
実
施
性

を
松
阪
市
と
検
討
し
ま
す
。

グランド東側トイレ▼

▲イノシシの罠

•
地
域
防
災
無
線
に
つ
い
て
の
再
検
討
を

•

非
核
宣
言
の
町
と
、自
衛
官
募
集
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

•

多
気
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
グ
ラ
ン
ド
東
側
ト
イ
レ
に

  

つ
い
て
の
考
え
は

川
辺
　
仁
造 

議
員

•

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

•

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

•

第
1
次
多
気
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

前
川
　
勝 

議
員



編集後記
もやまばなし（四方山話）年の瀬には少し早いの

ですが、また、一年が終わろうとしている。年齢とともに
一年の過ぎるスピードが大変早く、それぞれに加年する。
いつ頃からか、立ち止まることを覚える。若い時は、毎日
前進あるのみ。立ち止まる・振り返ることが皆無だった。
私も56歳。時間よ、慌てるなと言いたい。
　先日、85歳の方とお話をしました。「気力だけで毎日
を送っている。気力が萎える時は、初年兵の頃の事を
考え奮起する」と。私も頑張らねばと広報委員として活
を入れさせて頂いた次第です。

　勢和保育園建設に伴い特別委員会を設置。
1.勢和小学校区一保育園とする。
2.園の中に厨房施設を作り園児に合った調理をする。
3.延長保育・一時保育・休日保育等総合的に対応でき

る保育園とする事を基本理念としてこれまでに10
回の特別委員会を開き、諸問題に対応して来ました。

　平成21年9月2日の臨時議会で請負契約が承認さ
　れ、平成22年3月末に完成の予定で、進んでいます。

よ

1日

2日 
 

3日

8日 

13日

松阪地区広域衛生組合例月監査

• 議会運営委員会 
• 第4回臨時議会 
• 産業土木常任委員会

国保運営協議会

• 議会運営委員会 
• 暴力追放松阪地区市町民会議総会

多気町防災訓練

9月 September

4日

7日

24日

28日

31日

三重県町村議会議長会第61回定期総会

多気町戦没者追悼式

例月出納検査

勢和統合保育園建設特別委員会

• 松阪地区広域消防組合議会 
• 松阪地区広域衛生組合議会

8月 August6月 June

12日

20日

23日

25日

29日

美化センター運営委員会

多気スポーツセンター竣工式

松阪地区生活安全協会定期総会

松阪地区広域消防組合臨時議会

• 例月出納検査 
• 松阪地区広域衛生組合例月監査

7月 July

1日

9日

14日

 
 

15日 
 

16日

17日 

21日

23日 

28日

29日

広報特別委員会（7月8日、16日）

議会運営委員会

• 国道368号改修期成同盟会総会 
• 一般国道42号松阪多気バイパス整備  
  促進期成同盟会通常総会

• 三重県町村議長会理事会 
• 岡山県新見市経済建設常任委員会委員 
  行政視察

第3回臨時議会

宮城県美里町議会産業、建設常任委員会
委員行政視察

例月出納検査

決算審査 
（7月24日、31日、8月3日、10日）

滋賀県湖北町議会議員行政視察

• 松阪地区広域衛生組合例月監査 
• 学校組合、多気学校給食センター管理 
  組合決算審査

●この印刷物は環境にやさしい再生紙とエコインクを使用しています。

勢和統合保育園建設
特別委員会報告


